
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４５０１

基盤研究(C)（一般）

2016～2014

看護業務量評価方法の構築に関する検討

Study of evaluation for nursing job.

００４５２４３３研究者番号：

石井　豊恵（Ishii, Atsue）

神戸大学・保健学研究科・教授

研究期間：

２６４６３２７６

平成 年 月 日現在２９   ５ ３１

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：適正人員配置目的で、数多くの研究がなされてきたタイムスタディは業務行動が実施
されるにあたり費やされた情報収集・思考・判断の経過および求められる特殊技術などの情報が一切、削ぎ落と
されてしまう。それらの導出と、タイムスタディで計測した時間との関係性を明らかにする事が、真の業務量評
価の足がかりである。本研究では、看護業務を遂行するにあたり、“情報収集・思考・行動決定判断”の実際を
捉える事を目的とし取り組んだ。その結果、情報収集・思考・判断の定量化については今後の示唆を得ることが
でき、言語化については一定の知見を得る事が出来た。

研究成果の概要（英文）：The "Time and Motion study"  which was used to gather data about proper 
staffing does not include the following information: taking down information of the patients, using 
this information to track down (find out) the cause of the problem, deciding what the problem is and
 techniques to be used to solve the problem. To have an effective proper staffing, we must measure 
these items and analyze the relationship between them as well as the period of time to do the job. 
In this study, we tried to quantify and verbalize the above mentioned information. As a result, we 
found out that these information cannot be counted, instead, it led us to proceed with another study
 design.

研究分野：看護管理
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本邦の超高齢社会時代の到来に伴う医療
需要の増大、医療技術の発展による医療・看
護業務の 高度化、医療に対する社会及び患
者意識の変化などに伴い、病院施設で提供さ
れる医療・看護ケアの質の保証について議論
が高まって久しい。「業務量や業務内容に対
する適正な人員配置」が、看護ケアの質の保
証の根幹を成すと考えられ、臨床現場におけ
る適正人員配置については、旧来より数多く
の研究がなされてきた。その代表的な分析方
法の一つにタイムスタディが挙げられるが、
タイムスタディにより得られるデータは、業
務行動として現象化された業務時間のみで
あり、その業務行動が実施されるにあたり費
やされた情報収集・思考・判断の経過および
求められる特殊技術などが一切考慮されて
おらず、高い質・膨大な量の業務を遂行して
いる真実を過少に評価している。従って、入
手した時間データをどのように評価に結び
付けるのか、その方法論の確立が必要となる。
具体的には、“適切な情報収集・思考・行動
決定判断”と“実際に業務行動として実施に
費やした時間”との関係性を明らかにし、業
務量評価の方法論を検討する事を指す。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、看護業務を遂行するにあたり、
“情報収集・思考・行動決定判断”の実際を
捉える事を目的とする。 
 
３．研究の方法 
 情報収集・思考・行動の明確化にあたり、
熟練者と非熟練者の違いから、その実際を明
らかにする事とした。 
 
【実験調査】 
看護ケアの対象や環境（患者の状態や病床環
境など）によるバイアスを取り除くため、模
擬病室、模擬患者での実験を実施した。模擬
患者の設定は、前日夜に肺炎と脱水により緊
急入院となった 70 歳の女性とした。援助場
面の設定は、日勤帯朝のバイタルサイン測定
のために模擬患者を訪室する場面とした。実
験対象者（看護者）に予め用意された患者に
関する情報（現病歴、検査結果、入院後の経
過記録等、看護ケアに必要な情報）を見ても
らった後、必要と判断した看護ケアを制限時
間 10 分以内で実施してもらった。 
 
【調査機関】 
2015 年 1 月 23 日～1月 28 日 
 
【対象】 
A 病院の特殊病棟を除く一般病棟に勤める常
勤看護師で、経験年数 1年未満の新人看護師
3 名、 10 年以上の熟練看護師 3 名、計 6 名
を対象とした（表 1）。 
 
【倫理的配慮】 

対象者には研究目的、個人情報・プライバシ
ーの保護、研究協力による利益と不利益、協
力の自由意志について文書と口頭で説明し、
署名による同意を得た。研究は当該施設倫理
委員会の承認後実施した。 
 
表 1. 対象看護師とその属性 

ID 性別 経験年数 所属病棟

新人 a 女性 1 年未満 脳神経外科
新人 b 女性 1 年未満 循環器内科
新人 c 女性 1 年未満 消化器外科

熟練 d 女性 14 年 消化器外科
熟練 e 女性 26 年 脳神経外科
熟練 f 女性 11 年 循環器内科

 
3.1. 情報収集・思考・行動の定量化 
熟練者は目の付け所が違う、混乱していると
無意味な行動を取る、不慣れな人は動線が長
い、など、専門職の業務行動については、経
験的な特徴表現が様々ある。まず、それらに
ついて、定量化を試みた。 
 
3.1.1.視線 
対象者には視線計測システム（アイマークレ
コーダー、ナックイメージテクノロジー社
製）を装着してもらった（図 1）。視線計測シ
ステムは、視線移動を分析するための眼球運
動を計測するアイカメラと対象者が見てい
る範囲を撮影する視野カメラから構成され
ている。本研究では 1秒以上の視点の停留を
注視と定義し、注視対象を抽出することで、
援助中の視覚による情報の取り込み対象の
傾向を分析した。 
 
3.1.2.行動 
模擬病室の 2 箇所にビデオカメラを設置し、
対象者の行動を測定した（図 1）。次に、ビデ
オカメラ映像から対象者の行動を詳細に記
述した。ビデオカメラで確認しづらい行動に
関しては、視線計測システムの視野カメラ映
像を補助的に用いた。人間は活動している時、
絶えず情報を獲得し処理しているといわれ
ているため、本研究でも看護師は援助中、意
識下無意識下に関わらず常時情報を獲得し
ているとして、行動の詳細を「見る」「聴く」
「触れる」「話す」「その他の動作」「移動」
に分類し、情報の取り込み動作手段の傾向を
分析した。 
 
3.1.3.動線 
模擬病室に設置したビデオカメラ映像から、
看護師の動線図を作成し、病室における情報
の取り込み場所の傾向を分析した。 

図１.実験環境（左）とビデオカメラ画像（右） 



 
3.2.情報収集・思考・行動の関連性の言語化 
外観から測定できない、本人の頭の中の思考
について、本人の言葉で言語化し、分析を行
った。 
 
3.2.1.半構成面接 
10 分間の援助実施後すぐに、対象者に半構成
的面接を実施した。ビデオカメラで撮影した
映像を対象者に見てもらいながら、援助中に
得た情報と思考の詳細な説明を求めた。面接
は IC レコーダーで録音して逐語録にした後
に、情報の獲得と思考部分を抽出した。更に、
思考過程の観点から関連するものを矢印で
結びつけ、思考過程の関連図を作成した。 
 
3.2.2.ビデオカメラデータ（行動観察分）と
のすり合わせ 
3.2.1.で作成した各対象者の思考過程の関
連図と 3.1.2.で得たビデオカメラデータか
らの行動もとに、情報の獲得から思考・判断
へ発展する過程を検討した。また、これらの
作業は研究者間で何度も検討しながら進め
た。 
 
４．研究成果 
4.1. 情報収集・思考・行動の明確化 
4.1.1. 視線 
図 2に看護師の模擬病室・模擬患者の部位別
注視時間割合を示す。対象者全員が、患者頭
部もしくは患者上部体幹の部位を最も長く
注視していた。新人看護師１名を除いて、患
者頭部と上部体幹の注視時間を合わせると 5
割を超えており、肺炎患者の呼吸状態を重点
的・経時的に観察していたことが示唆される。
新人は全く注視していない部位があり、臨床
においても重要情報の見落とし見過ごしを
してしまう可能性が考えられる。他の領域で
は、熟練看護師と新人看護師を比較して大き
な差はみられず、先行研究の新人とベテラン
看護師で注視部位注視時間に明らかな差が
なかったという結果と同様の傾向を示した。 
 

 

 
4.1.2. 行動 
図 3に援助中の看護師の動作の件数割合を示
す。熟練看護師では「触れる」「見る」動作
はそれぞれ全体の動作件数の 3-4割を占めて

いた。新人看護師も「触れる」動作の件数割
合は 3-4 割であったが、「見る」動作のそれ
は個人でばらつきがあった。「話す」動作の
件数割合は経験年数に関係なく個人でばら
つきがみられた。動作件数の平均は新人看護
師が 266 件、熟練看護師が 373 件であり、熟
練看護師の方が多くの動作を 10 分間の援助
で実施していた。熟練看護師の方が情報の取
り込み動作件数は多いと考えられるが、その
動作手段の割合は新人看護師と熟練看護師
で明らかな差はみられず、看護師の多くが
「見る」「触れる」動作で情報の取り込みを
していることが示唆された。 
 
 

 
 
 

4.1.3. 動線 
図 4に援助中の看護師の動線図を示す。全て
の看護師がベッドサイドと物品が置いてあ
るワゴン・床頭台間の移動が多かった。総移
動距離数は看護師個人によってばらつきが
あり、情報の取り込み場所の傾向に経験年数
の差はなかった。 
 
 

  

 
 
いずれの定量化の方法でも、熟練者、非熟練
者の違いを見出すことが出来なかった。これ
はすなわち、この方法では熟練の是非を他者
が判断する際に含まれる情報が削がれてい
るという事であり、今後の定量化の視点のあ
り方を示唆するものである。 
 
4.2.情報収集・思考・行動の関連性の言語化
とパターン化 

図２.部位別注視時間の割合 

図３．動作の件数割合 

※赤線は移動、青線は振り返りを意味する

図４．動線



看護師のどの思考過程も、その過程が始まる
スタート地点は情報の獲得であることが示
唆された。しかし情報の獲得から思考・判断
への発展については、①情報の獲得からすぐ
に思考判断に発展するパターン、②情報の獲
得のみで終了して思考判断に発展しないパ
ターン、③情報の獲得のみで一旦停止した後
に別の情報の獲得をきっかけに思考判断に
発展するパターンがあった（図 5）。経験年数
の長い看護師ほど③のパターンが多い可能
性が示唆された（図 6,7）。 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 1 件） 
1) 1) Atsue ISHII , Noriko UEDA , Yoshiaki 

INOUE , Masako HIRANO , Akane TANIGAWA , 
Naoko HORII , Rieko SHIODE , Ko JYO , 
Rie Mitani , Yoko TANIURA,, Comparison 
of the caring behavior of nurses 
depending on clinical experience : 
what do nurses think when caring for 
patients?, The 8th International 
Multi-Conference on Complexity, 
Informatics and Cybernetics: IMCIC 
2017 , （査読有り）, 2017, 198-200.
（国際会議プロシーディングス） 

 
〔学会発表〕（計 3 件） 
1) Atsue ISHII , Noriko UEDA , Yoshiaki 

INOUE , Masako HIRANO , Akane TANIGAWA , 
Naoko HORII , Rieko SHIODE , Ko JYO , 
Rie Mitani , Yoko TANIURA , Comparison 
of the caring behavior of nurses 
depending on clinical experience : 
what do nurses think when caring for 
patients?, The 8th International 
Multi-Conference on Complexity, 
Informatics and Cybernetics: IMCIC 
2017, 2017年3月20日, Orlando （United 
stats）. 
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